
　
町
政
や
議
会
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
を
寄
稿

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議 

会 

を

傍
聴
し
て

　

東
京
か
ら
緑
を
求
め
て
宮
代
町
へ

転
居
し
、
す
ぐ
に
家
庭
菜
園
を
始
め

30
坪
あ
ま
り
を
耕
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
玉
ね
ぎ
の

収
穫
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
が
、
放

射
能
汚
染
が
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

保
健
所
に
電
話
を
し
て
み
よ
う
か
、

役
場
に
行
っ
て
相
談
し
て
み
よ
う
か

な
ど
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
、
６
月

議
会
で
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
宮
代

町
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る

こ
と
を
聞
き
、
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

議
員
さ
ん
の
質
問
に
、
町
は
放
射

線
量
の
測
定
器
を
発
注
し
ま
し
た
が
、

納
品
が
遅
れ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
飲
料
水
の
対
策
に
つ
い
て
も

分
か
り
や
す
く
答
え
て
く
れ
安
心
し

ま
し
た
。

　

６
月
13
日
か
ら
測
定
結
果
が
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

井上　滋さん
（学園台）
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２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
８
月
１
日
発
行

発
行
／
宮
代
町
議
会
・
議
会
広
報
委
員
会　

０
４
８
０
（
34
）
１
１
１
１

住
所
／
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原  

１
‐
４
‐
１

古紙の配合 100％再生紙と植物油インキを使用しています

み
や
し
ろ 

議
会
だ
よ
り

20

キャー！　つめたい（７月11日　みやしろ保育園）

……
　 ……
……
……

身近な議会を目指し 住民と議会との懇談会
町政をただす  一般質問に13人が登壇
意見書・傍聴記・議案に対する賛否・編集後記

２
４
６
20

4,050万円を追加補正
公共施設などの震災復旧予算を可決6

月
定
例
議
会

79№ 
2011.8.1

次回は9月1日㈭開会予定です

議会を傍聴しませんか

　 議案に対する各議員の賛否
　　　　会　派　

　議　案

新政クラブ 民主の会 公明党日本共産党 みんなの会
４人 ２人 ２人 ２人 ２人

中
野
　
松
夫

赤
塚
　
綾
夫

合
川
　
泰
治

飯
山
　
直
一

石
井
　
眞
一

唐
沢
　
捷
一

⻆
野
由
紀
子

関
　
　
弘
秀

丸
藤
　
栄
一

加
藤
　
幸
雄

榎
本
　
和
男

宮
原
　
一
夫

金
子
　
正
志

専決処分の承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市公園条例の一部を改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度一般会計補正
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度公共下水道事
業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度介護保険特別
会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

<意見書>安全最優先のエネルギ
ー政策への転換を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 賛成
● 反対

みやしろ議会だよりNo.79

原発から安全最優先のエネルギー政策への転換を

意見書
　

東
日
本
大
地
震
と
大
津

波
に
よ
っ
て
、
大
量
の
放

射
能
が
も
れ
だ
す
重
大
事

故
を
ひ
き
お
こ
し
た
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
。
今

回
の
福
島
第
一
原
発
の
事

故
は
、「
想
定
を
超
え
た
」

自
然
災
害
に
よ
る
不
可
抗

力
の
事
故
で
は
な
い
。

　

今
回
の
事
故
は
、「
日

本
で
は
重
大
事
故
は
起
き

な
い
」
と
い
う
「
安
全
神

話
」
を
ふ
り
ま
き
、
安
全

対
策
を
な
お
ざ
り
に
し
て

原
発
を
や
み
く
も
に
推
進

し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
原

子
力
行
政
に
よ
る
人
災
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か

れ
て
は
、
福
島
原
発
事
故

の
収
束
の
た
め
に
あ
ら
ゆ

る
知
恵
と
能
力
を
結
集
す

る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と

し
て
取
り
組
む
と
共
に
、

日
本
の
原
子
力
行
政
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
従
来
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
を
根
本

的
に
再
検
討
す
る
よ
う
、

本
町
議
会
は
左
記
事
項
に

つ
い
て
強
く
要
請
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
①
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は

原
発
依
存
か
ら
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
（
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
）
へ
計
画
的
に
転

換
し
て
い
く
こ
と
。

　
②
原
発
の
安
全
の
た
め

の
規
制
機
関
は
、
原
発
を

推
進
す
る
部
門
か
ら
独
立

し
、
強
力
な
権
限
を
も
っ

た
規
制
機
関
を
確
立
す
る

こ
と
。

全員一致で可決
政府へ送付

くずまき風力発電所（岩手県葛巻町）

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
地
震

と
津
波
、
原
発
に
よ
る
大

災
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
へ
の
ご
冥
福
と
、

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
心

か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

「
地
震
や
津
波
が
き
て

も
絶
対
に
大
丈
夫
」
と
、

電
力
会
社
も
政
府
も
繰
り

返
し
言
っ
て
き
ま
し
た
。

安
上
が
り
で
ク
リ
ー
ン
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
う
た
っ
た

は
ず
の
原
発
は
、
３
・
11

を
境
に
い
ま
や
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
ダ
メ
ー
ジ
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
災
害
か
ら
命
と

健
康
を
守
る
緊
急
の
課
題

に
取
り
組
み
な
が
ら
、
原

発
依
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
お
お
も
と
か
ら
見
直

す
の
か
ど
う
か
。
世
界
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
日

本
の
政
治
の
あ
り
方
の
根

本
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
丸
藤
）
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